
ネットワーク関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vNICテンプレートの設定, 1 ページ

• イーサネットアダプタポリシーの設定, 8 ページ

• デフォルトの vNICの動作のポリシーの設定, 14 ページ

• LAN接続ポリシーの設定, 16 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 31 ページ

• マルチキャストポリシーの設定, 35 ページ

vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
このポリシーは、サーバ上のvNICがLANに接続する方法を定義します。このポリシーは、vNIC
LAN接続ポリシーとも呼ばれます。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する場合に、適切な設定でVM-FEXポートプロ
ファイルを自動的に作成しません。 VM-FEXポートプロファイルを作成する場合は、vNICテン
プレートのターゲットを VMとして設定する必要があります。

このポリシーをサービスプロファイルに含めて、ポリシーを有効にする必要があります。
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サーバに 2つの Emulexまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS CNA
M71KR-Q）がある場合は、サービスプロファイル内で両方のアダプタの vNICポリシーを設
定し、両方の NICのユーザ定義のMACアドレスを取得する必要があります。両方の NICの
ポリシーを設定しない場合、Windowsは、引き続き両方の NICを PCIバスで検出します。次
に、2番目のイーサネットがサービスプロファイルの一部ではないため、Windowsがハード
ウェアのMACアドレスを割り当てます。次に、サービスプロファイルを別のサーバに移動
した場合は、1つのNICにユーザ定義のMACアドレスがないため、Windowsは追加のNICを
表示します。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [General]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

virtual Network Interface Card（vNIC;仮想ネットワークイン
ターフェイスカード）テンプレートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、このテンプレートから作成された vNICから第 2の
ファブリックインターコネクトにアクセスできるようにする

には、[Enable Failover]チェックボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバを、このテ
ンプレートから作成された 1つ以上の vNICに
関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
設定に関連付ける予定がある場合。選択した

場合、サービスプロファイルとサーバを関連

付けたときに、Cisco UCS Managerによって設
定エラーが生成されます。

[Fabric ID]フィールド
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説明名前

このテンプレートから作成された vNICに可能なターゲット
のリスト。選択したターゲットにより、Cisco UCS Manager
が、vNICテンプレートの適切な設定によって自動的に
VM-FEXポートプロファイルを作成するかどうかを決定しま
す。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択すると、VM-FEXポートプロファ
イルは作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。こ
のオプションを選択すると、VM-FEXポートプロファイ
ルが作成されます。

[Target]リストボックス

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更された場合、この
テンプレートから作成された vNICはアップデートされ
ません。

• [UndatingTemplate]：テンプレートが変更された場合、こ
のテンプレートから作成された vNICはアップデートさ
れます。

[Template Type]フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテーブルを使
用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

c) [Policies]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICテンプレート
にある場合、ここで指定されるMTUは、関連付け
られた QoSシステムクラスで指定されたMTU以
下でなければなりません。このMTU値が QoSシ
ステムクラスのMTU値を超えると、データ伝送中
にパケットがドロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるMACアドレスプール。

[MACPool]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるサービスポリシーの品質。

[QoS Policy]ドロップダウン
リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるネットワーク制御ポリシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるダイナミック vNIC接続ポリシー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vNICテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vNIC テンプレートへの vNIC のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることができま
す。 vNICを vNICテンプレートにバインドした場合、Cisco UCSManagerは vNICテンプレートで
定義された値を使って vNICを設定します。既存の vNIC設定が vNICテンプレートと一致しない
場合、Cisco UCS Managerによって vNICが再設定されます。バインドされた vNICの設定は、関
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連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。 vNICをインクルードしている
サービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされている場合、

vNICを vNICテンプレートにバインドできません。

再設定されているvNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドする vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [vNIC Template]ドロップダウンリストから、vNICをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNICの再
設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確認
します。

vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 7

ネットワーク関連ポリシーの設定

vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除



ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vNIC テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSManagerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。 Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらの

ポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求し

ます。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16
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イーサネットアダプタポリシーの作成

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド
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説明名前

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueues]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupts]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが計算
されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUからす
べてのパケットがハードウェアに送信されます。このオプ

ションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性
があります。

このオプションは、インターフェイスから送信された

パケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが検証
されます。

• [Enabled]：CPUからすべてのパケットチェックサムが検
証のためにハードウェアへ送信されます。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があり
ます。

このオプションは、インターフェイスによって受信さ

れたパケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Sisabled]：大きい TCPパケットが CPUで分割されます。

• [Enabled]：大きい TCPパケットが、CPUからハードウェ
アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれ、インターフェイスから送信されるパケットのみ

に影響を及ぼします。

（注）

[TCP Segmentation Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべての大きいパケットが処理されま
す。

• [Enabled]：すべての分割パケットが、CPUに送信される前
にハードウェアによって再構築されます。このオプション

により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスルー
プットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスによって受信さ

れたパケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]
フィールド

RSSにより、マルチプロセッサシステムにおいてネットワーク
の受信処理が複数の CPUに分散されます。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが
使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されま
す。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常にプ
ロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling]フィール
ド

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout]フィールド
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説明名前

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[Interrupt Mode]フィールド

次のいずれかになります。

• [Min]：別の割り込みイベントを送信する前に、[Interrupt
Timer]フィールドに指定された時間だけシステムは待機し
ます。

• [Idle]：アクティビティなしの期間が少なくとも [Interrupt
Timer]フィールドに指定された時間続くまで、システムか
ら割り込みは送信されません。

[Interrupt Coalescing Type]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするには、
このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Linux オペレーティングシステム上の MRQS に対する eNIC サポートを
イネーブルにするためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.x上のMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能に対する eNICサポートが含ま
れています。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。
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•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）=イネーブル化

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成, （10ページ）を参照してください。

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。
『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide』を参照してください。

ステップ 3 サーバをリブートします

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するイーサネットアダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vNIC の動作のポリシーの設定

デフォルトの vNIC および vHBA の動作ポリシー
デフォルトの vNICおよび vHBAの動作ポリシーでは、サービスプロファイル用に vNICおよび
vHBAを作成する方法を設定できます。 vNICSおよび vHBAを選択して手動で作成するか、また
は自動的に作成することができます。
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デフォルトの vNIC の動作ポリシー

デフォルトの vNICの動作ポリシーを設定し、vNICの作成方法を定義できます。次のいずれかに
なります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vNICが必要であるときに、いずれも明示的に定義さ
れていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにイ
ンストールされたアダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [HW Inherit]が使用さ
れます。

（注）

デフォルトの vHBA の動作ポリシー

デフォルトの vHBAの動作ポリシーを設定し、vHBAの作成方法を定義できます。次のいずれか
になります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vHBAが必要であるときに、いずれも明示的に定義
されていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバに
インストールされたアダプタに基づいて、必要な vHBAを作成します。

vHBAの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [none]が使用されます。（注）

デフォルトの vNIC の動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のデフォルトの vNICの動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォル
トの vNICの動作ポリシーは設定できません。
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ステップ 4 [Default vNIC Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のいずれかのオプションボタン
をクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vNICが必要であるときに、いずれも明示的に定義さ
れていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにイ
ンストールされたアダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN の接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらのポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートにイ

ンクルードされ、複数のサーバの設定に使用できるため、接続ポリシーでスタティック IDを
使用することは推奨されません。

（注）

LAN および SAN 接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネットワーク接

続およびストレージ接続によってサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレート

を作成および変更できるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するためには、ユーザは

適切なネットワーク権限およびストレージ権限を持つ必要があります。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーには、他のネットワーク設定およびストレージ設定と同じ権限が必要です。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、少なくとも次のいずれかの権限が必要です。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます
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• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するのに必要な権限

接続ポリシーを作成した後、ls-compute権限を持つユーザは、それらのポリシーをサービスプロ
ファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限のみを持つユーザは、接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法で、サービスプロファイルの LANおよび SAN接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSは、サービスプロファイル内で、接続ポリシーとローカル vNICおよび vHBA設定間
の相互排他を維持します。接続ポリシーとローカルに作成された vNICまたは vHBAを組み合わ
せることはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、すべての既存
の vNIC設定が消去され、SAN接続ポリシーを含めると、そのサービスプロファイル内のすべて
の既存の vHBA設定が消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドにポリシーの名前および
説明を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• vNICを LAN接続ポリシーに追加するには、ステップ 7に進みます。

• iSCSI vNICをLAN接続ポリシーに追加して、サーバで iSCSIブートを使用するには、ステッ
プ 8に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、[vNIC Table]領域でテーブルアイコンバーの [+]をクリックし、[Create
vNIC]ダイアログボックスの次のフィールドに値を入力します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。

説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス
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説明名前

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

b) ファブリック接続情報を指定するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 8 サーバで iSCSIブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs]バーを展開
し、次の手順を実行します。

a) テーブルアイコンバーで、[+]をクリックします。
b) [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（ある場合）。

[iSCSIAdapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。
デフォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よび Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定する VLANはオーバーレイ vNIC
上のネイティブ VLANと同じである必要がありま
す。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割
り当てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリス
ト
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c) [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスは割り当てないまま、[Select (None used by default)]を選択してください。
このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードアダプタまたは Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカードが含ま
れている場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS NIC M51KR-B
アダプタが含まれている場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MACAddress]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用

可能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計
数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、2つのプールカテ
ゴリがある可能性があります。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義さ
れ、[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されます。

d) （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードのフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成を参照してください。

e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNICまたは iSCSI vNICを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを含めます。
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LAN 接続ポリシーの vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。

説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク
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説明名前

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

b) ファブリック接続情報を指定するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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LAN 接続ポリシーの iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（あ
る場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。デ
フォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
びCisco UCSM82-8P仮想インターフェイスカードの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNIC上のネイ
ティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割り当
てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト
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ステップ 8 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスは割り当てないまま、[Select (None used by default)]を選択してください。こ
のサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタまたは Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカードが含まれている
場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS NICM51KR-Bアダ
プタが含まれている場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、2つのプールカテゴリ
がある可能性があります。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義され、
[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されます。

ステップ 9 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードのフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する iSCSI vNICをクリックします。
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b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれている LAN接続ポリシーを削除すると、そのサービスプロファ
イルからすべての vNICと iSCSI vNICが削除され、サービスプロファイルに関連付けられたサー
バに対する LANデータトラフィックが中断されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは、次を含めて Cisco UCSドメインのネットワーク制御設定を行います。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで、使用できるアップリンクポートが存在しない場合、VIFはどのよう
に動作するか

•関連付けられている境界ポートの障害時に、Cisco UCS Managerがリモートイーサネットイ
ンターフェイス、vEthernetインターフェイス、または vFibreChannelインターフェイスで実
行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録が各 VNIC単位またはすべての VLANで発生するかどうか。
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アップリンク障害時のアクション

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink Fail]プロパティは、リンクダウ
ンの値で設定されます。 Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなどのアダプタでは、
関連する境界ポートが失敗した場合、このデフォルトの動作は、vEthernetまたはvFibreChannelイ
ンターフェイスをダウンするようCisco UCSManagerに指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや
Cisco UCS CNA M72KR-Eなど、イーサネットと FCoEトラフィックの両方をサポートする非 VM
FEX対応統合型ネットワークアダプタを使用する Cisco UCSシステムでは、関連する境界ポート
が失敗した場合、このデフォルトの動作は、リモートイーサネットインターフェイスをダウンす

るよう Cisco UCS Managerに指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットインター
フェイスにバインドされた vFibreChannelインターフェイスもダウンします。

リリース 1.4(2)以前の Cisco UCSManagerでは、上記の非VMFEX対応統合型ネットワークア
ダプタのタイプには [Action on Uplink Fail]プロパティが強制されませんでした。 [Action on
Uplink Fail]プロパティがリンクダウンに設定された場合、Cisco UCS Managerはこの設定を無
視し、代わりに警告を発行します。現在のバージョンのCisco UCSManagerでは、この設定が
強制的に適用されます。したがって、いずれかの統合型ネットワークアダプタが実装に含ま

れている場合で、アダプタでイーサネットと FCoEトラフィックの両方を処理することを想定
している場合は、警告の値で [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することを推奨します。

この設定では、境界ポートがダウンした場合に、イーサネットチーミングドライバがリンク

障害を検出できなくなる可能性があることに注意してください。

（注）

MAC 登録モード

リリース 1.4以前の Cisco UCS Managerでは、インターフェイスに属するすべての VLANにMAC
アドレスがインストールされていました。リリース 2.0以降では、MACアドレスは、デフォルト
でネイティブVLANにのみインストールされています。ほとんどの実装では、これによってVLAN
のポート数が最大化されます。

トランキングドライバがホストで実行され、インターフェイスが無差別モードの場合は、MAC
登録モードを [All VLANs]に設定することを推奨します。

（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）のMACアドレスベースのポートセキュリ
ティはサポートされていません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブルの場
合、ファブリックインターコネクトは、最初に取得したMACアドレスを含むパケットにトラ
フィックを制限します。これは、FCoE初期化プロトコルパケットで使用されているソースMAC
アドレス、またはイーサネットパケットで使用されているMACアドレスのうち、アダプタによっ
て最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEまたはイーサネットパケットのい
ずれかがドロップされる可能性があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Network Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このオプションにより、このポリシーが含まれているサービス

プロファイルと関連付けられたサーバ上で Cisco Discovery
Protocol（CDP）をイネーブルにするかどうかが決定されます。
次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[CDP]フィールド

アダプタ登録されたMACアドレスがインターフェイスに関連
付けられたネイティブのVLANにのみ追加されるか、インター
フェイスに関連付けられたすべてのVLANに追加されるか。次
のいずれかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイティブの VLAN
にのみ追加されます。このオプションがデフォルトです。

最大値はポート数と VLANの数の合計です。

• [AllHostVlans]：MACアドレスは関連付けられるすべての
VLANに追加されます。VLANがトランキングは使用する
が、無差別モードで実行するようには設定されていない場

合、このオプションを選択します。

[MAC Register Mode]フィール
ド
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説明名前

このオプションにより、ファブリックインターコネクトがエン

ドホストモードのときに、使用可能なアップリンクポートがな

いと、VIFがどのように動作するか決定されます。次のいずれ
かになります。

• [Link Down]：ファブリックインターコネクト上でアップ
リンク接続が失われたときに vNICの動作状態をダウンに
変更します。vNICのファブリックフェールオーバーはイ
ネーブルになります。

• [Warning]：使用可能なアップリンクポートがない場合で
あっても、サーバ間の接続を維持します。ファブリックイ

ンターコネクト上でアップリンク接続が失われた場合、

ファブリックフェールオーバーはディセーブルになりま

す。

デフォルトは [Link Down]です。

リリース 1.4(2)以前の Cisco UCS Managerでは、上記
の非 VM FEX対応統合型ネットワークアダプタのタ
イプには [Action on Uplink Fail]プロパティが強制され
ませんでした。 [Action on Uplink Fail]プロパティがリ
ンクダウンに設定された場合、Cisco UCS Managerは
この設定を無視し、代わりに警告を発行します。現在

のバージョンの Cisco UCS Managerでは、この設定が
強制的に適用されます。したがって、いずれかの統合

型ネットワークアダプタが実装に含まれている場合

で、アダプタでイーサネットと FCoEトラフィックの
両方を処理することを想定している場合は、警告の値

で [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することを
推奨します。

この設定では、境界ポートがダウンした場合に、イー

サネットチーミングドライバがリンク障害を検出で

きなくなる可能性があることに注意してください。

（注）

[Action on Uplink Fail]フィール
ド

ステップ 6 [MAC Security]領域で次の手順を実行して、ファブリックインターコネクトへのパケット送信時
に、サーバが異なるMACアドレスを使用できるかどうかを決定します。
a) [Expand]アイコンをクリックして領域を展開し、オプションボタンを表示します。
b) 次のオプションボタンのいずれかをクリックして、サーバからファブリックインターコネク
トへのパケット送信時に偽のMACアドレスが使用できるか、拒否されるかを決定します。

• [Allow]：すべてのサーバパケットは、そのパケットと関連付けられているMACアドレ
スとは無関係に、ファブリックインターコネクトで受け入れられます。
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• [Deny]：最初のパケットがファブリックインターコネクトに送信された後、それ以降の
すべてのパケットでそれと同じMACアドレスを使用する必要があります。そうでないパ
ケットは、ファブリックインターコネクトからメッセージなしで拒否されます。実質的

に、このオプションによって、関連するvNICのポートセキュリティがイネーブルになり
ます。

関連付けられたサーバに VMware ESXをインストールする予定の場合は、デフォルトの vNIC
に適用されるネットワーク制御ポリシーの [MAC Security]を [allow]に設定する必要がありま
す。 [MAC Security]を [allow]に設定しない場合、ESXのインストールは失敗します。インス
トールプロセスでは複数のMACアドレスが必要ですが、MACセキュリティでは 1つのMAC
アドレスだけが許可されるためです。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Network Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピングおよび IGMP
クエリアを設定するために使用されます。 IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト送信に
含まれる必要があるVLANのホストを動的に決定します。 1つ以上のVLANに関連付けることが
できるマルチキャストポリシーを作成、変更、および削除できます。マルチキャストのポリシー

が変更されると、そのマルチキャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され
て、変更が適用されます。デフォルトでは、IGMPスヌーピングがイネーブルになり、IGMPク
エリアがディセーブルになります。プライベート VLANの場合、プライマリ VLANに複数のポ
リシーを設定できますが、Cisco NX-OSの転送実装により、プライマリ VLANに関連付けられて
いる独立 VLANには設定できません。
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次の制限事項は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトおよび 6200シリーズ
ファブリックインターコネクトのマルチキャストポリシーに適用されます。

• Cisco UCSドメインに 6100シリーズファブリックインターコネクトだけが含まれている場
合：

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけが、ローカルVLANまたはグローバルVLAN
で許可されます。

• Cisco UCSドメインに 1つの 6100シリーズファブリックインターコネクトと 1つの 6200シ
リーズファブリックインターコネクトが含まれている場合:

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけが、6100シリーズファブリックインターコ
ネクトのローカル VLANで許可されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリ
シーをデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることもできます。

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけがグローバル VLANで許可されます（クラ
スタ内の 1つの 6100シリーズファブリックインターコネクトによって制限されている
ため）。

• Cisco UCSドメインに 6200シリーズファブリックインターコネクトだけが含まれている場
合:

•どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Multicast Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

IGMPスヌーピングが、VLAN内の IGMPプロトコルメッセー
ジを調べて、マルチキャストトラフィックの受信に関連のある

ホストまたはその他のデバイスに接続されているインターフェ

イスを検出するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：このポリシーに関連付けられたVLANに IGMP
スヌーピングが使用されます。

• [Disabled]：関連付けられた VLANに IGMPスヌーピング
は使用されません。

[IGMP Snooping State]フィール
ド

IGMPスヌーピングクエリアが定期的に IGMPクエリーを送信
し、IPマルチキャストトラフィックを受信するホストから IGMP
レポートメッセージを発信するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Enabled]：定期的な IGMPクエリーが送信されます。

• [Disabled]：IGMPクエリーは送信されません。

[IGMP Snooping Querier State]
フィールド

IGMPスヌーピングクエリアのインターフェイスの IPv4アドレ
ス。

[IGMP Snooping Querier IPv4
Address]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャストポリシーの IGMPスヌーピング状態および IGMPスヌーピ
ングクエリア状態を変更する方法について説明します。

作成されたマルチキャストポリシーの名前は変更できません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

IGMPスヌーピングが、VLAN内の IGMPプロトコルメッセー
ジを調べて、マルチキャストトラフィックの受信に関連のある

ホストまたはその他のデバイスに接続されているインターフェ

イスを検出するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：このポリシーに関連付けられたVLANに IGMP
スヌーピングが使用されます。

• [Disabled]：関連付けられた VLANに IGMPスヌーピング
は使用されません。

[IGMP Snooping State]フィール
ド

IGMPスヌーピングクエリアが定期的に IGMPクエリーを送信
し、IPマルチキャストトラフィックを受信するホストから IGMP
レポートメッセージを発信するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Enabled]：定期的な IGMPクエリーが送信されます。

• [Disabled]：IGMPクエリーは送信されません。

[IGMP Snooping Querier State]
フィールド

IGMPスヌーピングクエリアのインターフェイスの IPv4アドレ
ス。

[IGMP Snooping Querier IPv4
Address]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外（ユーザ定義）のマルチキャストポリシーを割り当てた場合で、そ
のマルチキャストポリシーを削除する場合、関連付けられた VLANは、削除されたポリシー
が再作成されるまで、デフォルトのマルチキャストポリシーからのマルチキャストポリシー

の設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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